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大人への

第一歩。

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
「
令
和
３
年
与
謝
野
町

成
人
式
」
を
１
月
10
日
、
野
田
川
わ
ー
く
ぱ

る
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
対
象
者
は
平
成
12

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

２
９
７
人
で
、
こ
の
日
は
華
や
か
な
振
り
袖
や
羽
織

袴
な
ど
を
着
飾
っ
た
２
２
３
人
が
式
典
に
出
席
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
防
止
対
策
の
た

め
、
新
成
人
を
２
グ
ル
ー
プ
（
①
加
悦
地
域
・
岩
滝

地
域
、
②
野
田
川
地
域
）
に
分
け
、
恒
例
の
新
成
人

代
表
あ
い
さ
つ
を
行
わ
な
い
な
ど
、
縮
小
規
模
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
場
は
旧
友
と
の
再
会
を

喜
ぶ
新
成
人
た
ち
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
山や
ま
ぞ
え添

町
長
が
新
成
人
に
向
け
「
こ
れ

か
ら
の
人
生
の
一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
し
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
目
標
に
向
か
っ
て
力
強

く
前
進
さ
れ
る
こ
と
を
固
く
信
じ
て
い
ま
す
」
と
、

は
な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。



令
和
２
年
12
月
24
日
、
与

謝
野
町
上
下
水
道
審
議

会
の
柴し

ば
が
き垣

瑞み
ず
ひ
と仁

会
長
、

芋い
も

田だ

政ま
さ

志し

副
会
長
か
ら
山
添
町
長
に

対
し
「
与
謝
野
町
水
道
料
金
・
下
水

道
使
用
料
及
び
農
業
集
落
排
水
施
設

使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て
」
の
答
申

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
答
申
は
、
同
年
７
月
９
日
に
、

町
長
か
ら
諮
問
機
関
で
あ
る
与
謝
野

町
上
下
水
道
審
議
会
に
対
し
「
持
続

可
能
な
上
下
水
道
事
業
及
び
農
業
集

落
排
水
事
業
の
経
営
基
盤
を
つ
く
る

た
め
の
料
金
改
定
に
つ
い
て
」
の
諮

問
を
行
い
、
そ
の
後
、
６
回
の
審
議

を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
本
答
申
を
も
と
に
条
例

改
正
案
を
策
定
し
、
議
会
に
お
い
て

審
議
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

答
申
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。 下

水
道
使
用
料
・
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
は

改
定
が
必
要
と
の
意
見

答
申
　
上
下
水
道
料
金
等
の
改
定
に
つ
い
て

付
帯
意
見

周
知
期
間
の
確
保
の
た
め
令
和
３
年
10
月
を

目
標
と
し
つ
つ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
状
況
や
住
民
生
活
へ
の
影
響

を
考
慮
し
て
判
断
す
る
こ
と
。

改
定
時
期

福
祉
減
免
制
度
を
創
設
し
、
生
活
に
困
窮
さ

れ
て
い
る
方
に
配
慮
し
た
対
策
を
求
め
る
。

生
活
困
窮
者
へ
の
対
応

上
下
水
道
事
業
の
現
状
や
将
来
見
通
し
な
ど

を
住
民
に
説
明
し
理
解
を
得
る
こ
と
。

住
民
へ
の
周
知

経
費
削
減
の
た
め
早
急
に
移
行
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

２
カ
月
検
針
へ
の
移
行

住
民
に
十
分
説
明
し
た
上
で
、
民
間
に
で
き

る
こ
と
は
民
間
に
委
託
し
、
経
費
削
減
と
と

も
に
組
織
体
制
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
。

外
部
委
託
等

交
付
税
の
算
入
対
象
と
な
る
繰
入
金
に
つ
い

て
は
、
減
額
す
る
こ
と
な
く
繰
り
入
れ
を
実

行
し
、
地
形
的
な
条
件
等
に
よ
り
高
額
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
上
下
水
道
利
用
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
。

一
般
会
計
繰
入
金

流
域
下
水
道
事
業
の
経
費
削
減
と
と
も
に
、

府
南
部
地
域
と
比
較
し
て
不
利
な
事
業
環
境

に
あ
る
宮
津
湾
流
域
下
水
道
事
業
へ
の
引
き

続
き
の
支
援
を
京
都
府
へ
要
望
す
る
こ
と
。

下
水
道
事
業
に
係
る
経
費
削
減
等

さ
ら
な
る
環
境
改
善
の
た
め
水
洗
化
率
の
向

上
に
取
り
組
む
こ
と
。

水
洗
化
率
の
向
上

今
後
も
お
お
む
ね
４
年
を
目
途
に
事
業
内
容

を
検
証
し
、
必
要
な
対
処
を
行
う
こ
と
。

定
期
的
な
事
業
評
価
の
実
施

専
門
性
の
高
い
上
下
水
道
事
業
に
あ
っ
て

は
、
年
齢
構
成
な
ど
を
考
慮
の
上
、
必
要
な

人
員
の
確
保
と
と
も
に
、
技
術
継
承
や
組
織

体
制
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
。

持
続
可
能
な
上
下
水
道
課
の
体
制
づ
く
り

平成 29 年４月に簡易水道事業を水道事業に統合したことにより、繰入金
の８割が交付税で手当てされる高資本費対策の繰入基準に該当することと
なったこと、また、現金預金の減少が続くものの令和７年度まで５億円を
維持できる見通しであることなどから料金改定は見送ると判断された。

水道料金

料金改定を 見送る
繰入基準どおりに一般会計から

繰り入れが行われることが条件

赤字補てんである一般会計からの基準外繰入金の解消が急務であり、汚水
処理費である流域下水道排水負担金ですら使用料収入で賄えていない現状
を改善するため、流域下水道排水負担金を賄うことができる水準まで使用
料を引き上げることが妥当とされた。流域下水道排水負担金の水準とする
ためには、平均 29％の使用料改定が必要との試算結果が出たが、生活へ
の影響が大きいため段階的な改定を求める意見があったことも添えられて
いる。

下水道使用料

使用料の 改定が必要
流域下水道排水負担金の

水準とすることが妥当

事業規模が下水道事業の 40 分の１と小さいことなどから判断された。

農業集落排水施設使用料

使用料の 改定が必要
下水道事業と同一の

料金体系とすることが妥当

近隣の事業者と比較して著しく低額となっていることから判断された。

水道加入負担金

加入負担金の 改定が必要
近隣事業者と同様の

水準とすること

答申
諮問機関から地方自治体等

に対して意見などを詳しく

述べること。

用語解説
柴
垣
会
長
（
中
）、
芋
田
副
会
長
（
左
）

か
ら
町
長
に
答
申
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

答申書を
公開しています

答 申 書 は 町

ホームページ

または上下水

道課でご確認

いただけます。

流域下水道排水負担金と下水道使用料収入の見込み（単位：千円）

402,266
418,396 422,466 422,466 422,466 422,466 422,466 422,466 422,466 422,466 422,466

315,684 324,552 326,654 325,646

322,380 318,283 314,326 310,392 306,439 302,433 298,472

86,582 93,844 95,812 96,820 100,086 104,183 108,140 112,074 116,027 120,033 123,994

答 申 で は、
不足額を下
水道使用料
収入により
賄うことが
妥当と判断
された

流域下水道
排水負担金

下水道
使用料収入

不足額

年度Ｒ２ 年度Ｒ３ 年度Ｒ４ 年度Ｒ５ 年度Ｒ６ 年度Ｒ７ 年度Ｒ８ 年度Ｒ９ 年度Ｒ10 年度Ｒ11 年度Ｒ12

識者の意見を求めること。

「諮問機関」は、地方自治

体等の諮問に応じて、学識

経験者などが審議・調査を

行い、意見を答申する機関。

諮問（しもん）

国の基準に基づき、一般会

計から特別会計等へ資金を

融通するもののほか、収支

不足を補てんするもの。

繰入金
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A L Tリレーコラム ［第 115 回　お城は素晴らしい　by ジリアン・デイビス］	 COLUMN

皆 さん、突然ですが、日本のお城に行ったこと
がありますか？　日本には全国各地に数多く

の素晴らしいお城があり、多くの方が観光されたこ
とがあると思います。日本と同じく、私の母国であ
るイギリスにも、数多くの素晴らしいお城が各地に
点在しており、多くの観光客でにぎわいます。
　私も幼いころから現在に至るま
で、多くのイギリスのお城に行き
ました。日本のお城の多くが美し
く再建されているのに対し、イギ
リスのお城の状態はさまざまです。
日本のお城と同じように美しく再
建されているお城、廃虚のように
なっているお城、宿泊可能なホテ
ルのようになっているお城など、
多種多様なお城がイギリスには存
在します。
　私の父は私が幼いころ、大のお城好きであり休暇
のたびにイギリス各地のお城に私を連れて行きまし
た。そのころの私はお城に全く興味がなく、古びて
つまらないお城ではなく、海辺のビーチに連れて
行ってほしいと常に願っていました。しかし、年を
重ねるにつれて私はお城に興味を持つようになり、

反対に父は海辺のビーチを好むようになりました。
　イギリスには、イギリス各地の美術館やお城に割
安、もしくは無料で入ることのできる国家遺産の会
員資格というものがあり、私はこの会員資格を使う
ことによって、素晴らしい歴史を感じられる多くの
場所に行くことができました。それらの場所で、私

はイギリスという素晴らしい国に
ついて、多くのことを学ぶことが
できました。
　日本にも数多くの素晴らしいお
城があり、休暇を利用しては訪れ
ています。日本のお城は美しい外
観だけではなく、場内や敷地内で
の展示品なども大変素晴らしく、
時間が経つのを忘れて見入ってし
まいます。また、日本のお城には

スタンプやかわいい「ゆるキャラ」がおり、お城の
特徴を表したかわいいゆるキャラを城内で見つける
ことも、楽しみの 1 つとなっています。
　今は新型コロナウイルスの感染拡大により、日本
各地にあるお城に行くことは難しく、新型コロナウ
イルスの脅威が去るのを待つばかりです。また皆さ
んのおすすめのお城があったら教えてください。

日本のお城で特に好きなのは、優雅な天守閣です

昔は「カヤの山」だったのかもしれません

地
名
は
、
特
定
の
場
所
に
つ
い

て
多
数
者
が
共
有
す
る
情
報
記
号

で
、
地
域
社
会
の
生
活
レ
ベ
ル
の

共
有
知
識
で
す
。
地
名
の
語
源
は

起
承
転
結
の
あ
る
創
作
文
学
作
品

で
は
な
く
、
庶
民
が
知
っ
て
い
る

シ
ン
プ
ル
な
事
象
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
神
社
の
地
名
化

で
す
。
今
回
は
「
加か

や悦
」
の
地
名

由
来
を
探
っ
て
み
ま
す
。
地
名
論

の
大
原
則
は「
漢
字
で
考
え
な
い
。

読
み
で
考
え
る
」
で
す
。
た
だ
、

漢
字
は
無
視
す
べ
き
と
い
う
意
味

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
表
記
漢
字
は

２
次
的
に
参
考
に
す
る
デ
ー
タ
と

お
考
え
く
だ
さ
い
。

今
の
と
こ
ろ
、
地
名
「
カ
ヤ
」

を
表
現
し
た
古
文
書
の
初
出
は
鎌

倉
時
代
の
も
の
で
す
。
加
悦
の
語

源
説
で
有
力
視
さ
れ
て
い
る
の

は
、
天
満

神
社
が
鎮

座
す
る
天

神
山
の
奥

に
あ
る「
吾

野
神
社
」

お
よ
び
そ

の
祭さ

い
じ
ん神「

我

野
廼
姫
」

に
由
来
す

る
説
で
す
。

時の贈り物［ 第113回　【与謝野町の地名３】地名と神社 ～「カヤ」に関して～ ]	

難
読
漢
字
で
す
が
、
吾
野
は
「
ア

ガ
ノ
」、
我
野
廼
は
「
ワ
カ
ヤ
ノ
」

と
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
吾

野
神
社
は
平
安
時
代
の
延
長
５
年

（
９
２
７
年
）
に
公
表
さ
れ
た
と

さ
れ
る
『
延え

ん
ぎ
し
き
じ
ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

喜
式
神
名
帳
』
に
記

さ
れ
て
お
り
、「
ワ
カ
ノ
ノ
」
と

読
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら

を
解
析
す
る
と
、
ワ
は
尊
称
、
ノ

は
つ
な
ぎ
の
格
助
詞
で
す
の
で
、

意
味
が
あ
る
の
は「
カ
ヤ
」「
カ
ノ
」

の
部
分
に
な
り
ま
す
。

で
は
、カ
ヤ・カ
ノ
と
は
何
か
？

奈
良
時
代
の
書
物
「
古
事
記
・
日

本
書
紀
」に
は
自
然
神
「
野
の
神
」

と
し
て
「
カ
ヤ
ノ
姫
」
が
登
場
し

ま
す
。
ど
う
や
ら
地
名
「
加
悦
」

は
、
こ
の
野
の
神
「
カ
ヤ
の
姫
」

に
由
来
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
妥

当
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
吾
野
神
社

は
古
代
の
神
社
で
、
天
満
神
社
よ

り
古
い
の
で
す
。つ
ま
り
そ
の
昔
、

当
地
の
人
々
が
こ
の
辺
り
を
称
す

る
時
に
「
カ
ヤ
姫
の
い
る
地
域
」

と
認
識
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
ま

す
。神

社
・
祭
神
は
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
り
、
多
く
の
人
に
共
有
さ

れ
た
地
域
情
報
で
あ
っ
た
と
考
え

れ
ば
合
点
が
い
き
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

『簡単手作り石けん、ハンドジェル、ハンド＆マ
スクスプレー』　　　　　　　　　　　 主婦の友社

図書館へ行こう！		  BOOKS

おうち時間が長くなっている今、少し変わったものを手作りしませんか？
手に入れやすい材料で気軽にチャレンジできるものを紹介します。おうちで手作り

感染予防のための暮らし
にひと工夫。抗菌や空気
清浄作用がある成分を含
む精油を活用した、お
しゃれでよい香りの石け
んやスプレーなどを作っ
て、気分をリフレッシュ。
作業時間は 30 分程度、
写真で作り方も分かりや
すく解説した１冊。

『手作りスライムとこむぎねんどの本』
ジェイミー・ハリントン他 / オライリー・ジャパンオーム社

子どもが大好きな粘土や
スライムの作り方を紹介
した本。磁石にひっつい
たり、暗いところで光っ
たり、食べられるものま
で、101 種類を掲載。頑
張って完成させて、どろ
どろ、ぐにゃぐにゃとし
た手触りを体感してみて
ください。

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、図書館に返却された本はすべて除菌Ｂ
ＯＸによる紫外線消毒、消毒用アルコールによる拭き上げ消毒を行っています。閲覧さ
れる本や貸し出しする本の消毒を希望される場合は、図書館職員へお申し出ください。
※ 冊数が多いときは時間がかかる場合があります。また郷土資料は保存の観点から対応できません

本
の
消
毒
が
で
き
る
除
菌
Ｂ
Ｏ
Ｘ

図書等の消毒を行っています新型コロナ対策のため

図書館をご利用の際は、利用者カードの提示（または来館記録票の記入）やマスク
の着用、手指消毒にご協力をお願いします。

【本 館】　２月９日（火）～ 12 日（金）　４日間
【野田川分室】　２月 17 日（水）・18 日（木）　２日間
【加 悦 分 室】　２月 23 日（祝）・24 日（水）　２日間

■日時	 ２月26日（金） ※ 毎月第４金曜日
	 午後１時30分～３時
■問い合わせ先	 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む

第 101 回「おとくの奉公ぶり」
蔵書点検のため 臨時休館します

『広報よさの１月号』（No.179）において、
掲載内容に誤りがありました。訂正しお詫び
します。
【訂正内容】
Ｐ12の「渋沢栄一（コミック版日本の歴史 
幕末・維新人物伝」の説明。正しくは右記の
とおりです。

渋沢栄一は日本初の銀行をはじめ、現在
まで残る数多くの企業を創設し「日本資
本主義の父」と呼ばれた人物です。経営
者としての成功だけではなく人を育て、
常に世のために生きるという道徳心につ
らぬかれた彼の人生をコミックで分かり
やすく描いています。

訂正とお詫び
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丹
後
ち
り
め
ん
創
業

３
０
０
年
事
業
実
行

委
員
会
で
は
、
京
都
工
芸
繊

維
大
学
の
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

Ｄ

ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ 

Ｌ
ａ
ｂ
（
キ

ョ
ウ
ト
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
）
と

共
同
で
「
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
で
３
年
目
を

迎
え
ま
す
。

　
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
と
は
、
世
界
を
拠

点
に
活
動
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー

等
と
丹
後
地
域
の
織
物
事
業

者
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
新
し

い
も
の
づ
く
り
を
目
指
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
デ
ザ
イ

ナ
ー
等
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ

る
デ
ザ
イ
ン
や
ア
イ
デ
ア
を

丹
後
ち
り
め
ん
を
題
材
に
し

た
新
商
品
開
発
に
つ
な
げ
よ

う
と
、
創
造
的
・
技
術
的
な

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。　

丹後ちりめんを題材に、海外学生やデザ
イナー等と丹後地域の織物事業者が連携
し、新しいものづくりを目指すプロジェ
クトが行われています。今月号では、そ
の様子を紹介します。

織物のまち
MadeinYosano

Vol.11

余
剰
品
を
新
素
材
と
し
て
活
用

テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
の
成
果
発
表
と
し

て
、
昨
年
10
月
か
ら
12
月
に

か
け
、「
伝
統
へ
の
現
代
デ

ザ
イ
ン
の
応
答
～
丹
後
ち
り

め
ん
３
０
０
年
に
向
け
て

～
」
と
題
し
た
展
覧
会
が
東

京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

展
覧
会
で
は
、
過
去
に
テ

キ
ス
タ
イ
ル
・
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
に
参
加
し
た
８
ヵ

国
・
15
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

よ
る
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
歴

史
・
伝
統
を
活
か
し
た
作
品

を
展
示
。
町
内
の
織
物
事
業

者
と
共
同
で
余
剰
在
庫
や
不

合
格
品
と
な
っ
た
生き

機ば
た
（
染

め
加
工
す
る
前
の
生
地
）
を

新
素
材
と
し
て
活
用
し
た
作

品
の
ほ
か
、
精
練
の
過
程
で

廃
液
と
し
て
処
分
さ
れ
る
セ

リ
シ
ン
（
シ
ル
ク
の
た
ん
ぱ

く
質
）
を
活
用
し
た
作
品
な

ど
が
並
び
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
「
丹
後

展
」
と
し
て
、京
都
府
織
物・

機
械
金
属
振
興
セ
ン
タ
ー
で

展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
丹
後
ち
り
め
ん
の
可
能
性

を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

CO-COUTURE
W E B サイト

　「こどものためにシルクで洋服を作りたい」

という３人のお母さんの想いから始まった

「CO-COUTURE」。パタンナーの

指導のもと、丹後地域で織られた

シルクを使い、オリジナルでこど

も服から幅広い年代の方が着られ

るおとな服を製作するほか、与謝

野町ふるさと納税の返礼品として

「ベビーセットアップ」「ベビーおくるみ」「パ

ジャマ」なども製作しています。

　活動を始めて今年で６年目となり、１月には

その成長と歩みを振り返り、これからの在り方

を考える「私と CO-COUTURE と」

と題した展示会を開催。子育てを

含めた暮らしを見つめながら、地

域の魅力を活かし丹

後ちりめんの発展に

つなげる活動を続けて

います。今後の活動にぜひご注目

ください。

CO-COUTURE の皆さん

堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
京
都
展
」
の
様
子

生
機
に
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
で
部
分
的

に
変
化
を
加
え
た
新
素
材

昨年 4 月から連載してきた「織物のまち」は、次号で最終回となります

２/10 午前９時～午後５時12～ （最終日のみ午後２時まで）
日
時

場
所

京都府織物・機械金属振興センター
（京丹後市峰山町荒山 225）

入場
無料丹後展のご案内

シルクと共に暮らす ～ C
コ

O-C
ク チ ュ ー ル

OUTURE ～

民 生 児 童 委 員 だ よ り

与謝野町民生児童委員協議会では、民生児童委員だよりをとおし
て民生児童委員、主任児童委員の活動を紹介します。新型コロナ
ウイルス感染症の流行により、児童・生徒を対象とした児童委員
としての活動の一部を自粛したケースもありましたが、そのよう
な中での各支部の活動や、支部長の思いをご紹介します。

民生委員 ･ 児童委員
は身近な相談相手です

「
連
携
と
協
働
」
に
よ
る

児
童
委
員
活
動

野
田
川
支
部
長　
阿あ

じ路
川か

わ　
正ま
さ
か
ず和

児
童
福
祉
法
に
お
い
て
、
児
童
委
員

は
「
民
生
委
員
を
充
て
る
」
と
さ
れ
て

お
り
、
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
職
務
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
や
こ

ど
も
園
等
に
協
力
し
た
り
、
公
民
館
事

業
に
協
力
し
た
り
す
る
の
は
そ
の
一
例

で
す
。

野
田
川
支
部
は
令
和
元
年
度
・
２
年

度
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
指
定

を
受
け
、
児
童
委
員
の
活
動
の
充
実
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
取
り
組
み
の
目
標

は
、「
子
育
て
環
境
の
整
備
、
児
童
委

員
活
動
の
推
進
」
と
し
、
方
針
は
「
各

関
係
機
関
と
の
連
携
と
協
働
で
取
り
組

み
を
進
め
る
」
と
し
ま
し
た
。
具
体
的

な
取
り
組
み
は
、
登
校
時
の
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
、
小・中
学
校
と
の
連
携
、

地
域
公
民
館
事
業
へ
の
協
力
、
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
、
教
育
委
員
会
に
お
願
い
し
て

各
校
・
園
長
に
児
童
委
員
の
職
務
の
理

解
と
情
報
提
供
の
依
頼
な
ど
で
す
。
残

念
な
が
ら
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
で
、
一
部
の

取
り
組
み
は
実
施
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
学
校
と
の
連
携
が
以
前
よ
り
も
進

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
視
線
が
私

た
ち
の
活
動
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
理
解
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

身
近
な
見
守
り
隊
と
し
て

加
悦
支
部
長　
横よ
こ
た
に谷　
秀ひ
で
樹き

子
ど
も
た
ち
は
３
つ
の
世
界
を
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
１
つ
目
は
「
家

庭
」、２
つ
目
は「
学
校
」、３
つ
目
に「
地

域
」
で
す
。
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
な
か
で
ル
ー
ル
を
学
び
、
人
と
の
関

わ
り
の
中
で
『
す
べ
』
を
学
び
、
自
身

の
存
在
を
意
識
し
な
が
ら
成
長
し
て
い

く
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
で

き
る
だ
け
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
た
い

と
考
え
て
お
り
、
加
悦
支
部
は
次
の
４

つ
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

① 

登
校
見
守
り
あ
い
さ
つ
運
動

各
々
の
担
当
地
域
の
交
差
点
や
バ
ス

停
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま

な
表
情
を
見
ま
す
。
色
と
り
ど
り
の
ラ

ン
ド
セ
ル
を
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
ら
し
な
が
ら

登
校
し
て
い
く
姿
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。

② 

小
学
校
・
中
学
校
と
の
懇
談
会

子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
の
様
子
や
地

域
で
の
様
子
、
地
域
の
危
険
個
所
や
通

学
路
、
学
校
で
決
め
て
い
る
地
域
生
活

の
ル
ー
ル
な
ど
を
共
有
し
ま
す
。

③ 

子
育
て
サ
ロ
ン

産
後
鬱う

つ
に
な
ら
れ
る
お
母
さ
ん
方
や

子
育
て
に
悩
ま
れ
る
方
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
年
ご
ろ
の

子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん
同
士
が
情
報

交
換
を
す
る
、
マ
マ
友
作
り
を
テ
ー
マ

と
し
た
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

④ 

小
学
生
を
対
象
と
し
た
児
童
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン

川
遊
び
、
里
山
遊
び
、
体
育
館
遊
び

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
し
て
、
夏
休

み
の
一
日
を
高
学
年
を
リ
ー
ダ
ー
に
楽

し
く
過
ご
す
事
業
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
と
お
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
見
守
り
、

継
続
し
て

い
く
こ
と

で
、
子
育

て
の
応
援

の
一
助
に

し
た
い
と

思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
世
界

岩
滝
支
部
長　
千せ
ん
賀が　
和か
ず
樹き

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
赤
ん
坊

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
齢
の
人

た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
園
児
な
ど
ア
ニ
メ
を

理
解
で
き
る
く
ら
い
の
子
ど
も
た
ち
に

「
紙
芝
居
」
を
持
っ
て
訪
問
す
る
と
き

に
は
気
合
が
入
り
ま
す
。
声
の
出
演
者

は
芸
の
限
り
を
尽
く
し
て
登
場
人
物
を

熱
演
し
ま
す
。
こ
の
時
、
私
た
ち
は
、

サ
ー
ビ
ス

精
神
で
演

じ
て
い
る

の
か
と
い

う
と
、
そ

れ
だ
け
で

は
あ
り
ま

せ
ん
。
童

心
に
か
え
っ
て
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
空

気
の
中
で
ふ
れ
あ
う
の
が
楽
し
い
の
で

す
。と

こ
ろ
で
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
小

中
学
生
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
年
々
厳

し
さ
を
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
に
費
や
す
時

間
も
増
え
、
睡
眠
不
足
の
子
ど
も
た
ち

が
大
半
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
イ
ラ
イ
ラ
や
疲
労
感
な
ど
ス
ト

レ
ス
が
原
因
と
思
わ
れ
る
症
状
を
訴
え

る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
き
て
い
る
そ

う
で
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
多
く
は
、
私
た
ち

大
人
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
環
境
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
手
助
け
す
る
た
め
に
は
、

「
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
」
作
り
が
有

効
な
処
方
箋せ

ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き

る
か
を
、関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

児童ふれあいサロンの様子（令和元年）

かえでこども園訪問の様子（令和元年）
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12
月
23
日
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
株

式
会
社
ア
グ
リ
バ
イ
オ
事
業
部
と

「
農
業
の
収
益
力
向
上
と
人
材
育

成
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

与
謝
野
町
は
農
家
と
一
緒
に
な

り
自
然
循
環
農
業
を
中
心
と
し
た

農
業
振
興
を
進
め
て
お
り
、
地
域

の
農
地
を
今
後
も
守
っ
て
い
く
と

い
う
想
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
与
謝
野
町
の
農
業
振
興

へ
の
想
い
と
同
社
の
持
つ
「
生
産

方
式
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
町
内

農
業
者
の
経
営
効
率
化
を
目
指
せ

る
点
が
合
致
し
た
こ
と
か
ら
、
本

協
定
を
締
結
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

問　農林課 ☎ 43-9023
与謝野町の農業を『カイゼン』
トヨタ自動車株式会社と協定を締結

協
定
書
を
手
に
す
る
同
社
ア
グ
リ
バ
イ
オ
事
業
部

増ま
す

田だ

一い
ち
ろ
う郎
部
長
（
右
）
と
山
添
町
長
（
左
）

締
結
式
で
は
、山
添
町
長
が「
ト

ヨ
タ
生
産
方
式
と
い
う
考
え
方
を

踏
ま
え
た
農
業
現
場
に
お
け
る

『
改
善
』
を
行
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
に
よ
り
、
農
家
の
皆
さ
ん
の

収
益
力
の
向
上
、
さ
ら
に
は
、
現

場
の
声
を
大
切
に
し
た
作
業
の
改

善
を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

同
社
と
連
携
す
る
内
容
は
４
つ

で
、
こ
の
連
携
を
図
る
こ
と
で
、

与
謝
野
町
の
農
業
振
興
、
農
業
者

の
収
益
向
上
、
人
材
育
成
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。

生産・経営の効率化による収益向上に関すること

農業収益向上モデルの構築と発信に関すること

生産・経営の効率化、経営継承に向けた人材育成に関すること

その他農業振興に関すること

連携事項

１
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護

委
員
に
堀ほ

り
江え

弘ひ
ろ
ひ
こ彦
さ
ん（
加
悦
）

が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
方
々
で

す
。
法
務
局
と
連
携
し
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を

受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い

や
人
権
侵
害
の
被
害
者
の
救

済
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

任
期
は
３
年
で
、
現
在
与
謝

野
町
で
は
11
人
の
委
員
が
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
、
差
別
、セ
ク
ハ
ラ
、

Ｄ
Ｖ
そ
の
他
人
権
に
関
す
る
こ

と
で
お
悩
み
の
方
は
気
兼
ね
な

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

常
駐
相
談
窓
口
（
法
務
局
）

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜

日
（
祝
日
・
休
日
を
除

く
）
の
午
前
10
時
～
午
後
４

問　住民環境課 ☎ 43-9030

人権擁護委員を紹介します 

時
、
法
務
局
宮
津
支
局
（
☎

０
７
７
２・
２
２・
２
５
６
１
）

に
て

■ 

電
話
相
談
窓
口
（
み
ん
な

の
人
権
１
１
０
番
）

☎
０
５
７
０
・０
０
３
・１
１
０

　令和２年１２月で退任された大
おお

江
え

京
きょう

子
こ

さん（後野）に法務大臣感謝状が

贈られました。大江さんは平成 26 年４月から人権擁護委員として活動さ

れ、人権意識の高揚および人権擁護行政に尽力された長年の功績に対し

て、感謝状が贈られました。長年のご尽力に心から感謝申し上げます。

＼ 法務大臣感謝状が贈られました ／

堀江弘彦さん

第２次与謝野町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）
よさの百年の暮らし委員会が答申

問　住民環境課 ☎ 43-9030

与
謝
野
町
で
は
、「
与
謝
野
町

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）」の
改
訂
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

令
和
２
年
７
月
15
日
に
、
山
添

町
長
か
ら
よ
さ
の
百
年
の
暮
ら
し

委
員
会
に
対
し
て
諮
問
を
行
い
、

同
年
12
月
24
日
、
そ
の
答
申
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

答
申
の
意
見
と
し
て
、
３
つ
の

基
本
方
針
（
産
業･･･

人
も
自
然

も
元
気
に 

環
境
に
や
さ
し
い
産

業
の
推
進 

／ 

暮
ら
し･･･

食
べ

物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の

推
進
／
人
づ
く
り･･･

持
続
可
能

な
与
謝
野
町
の
未
来
を
描
き
、
担

う
人
づ
く
り
の
推
進
）
を
提
案
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
答
申
の
内
容
を
踏
ま

え
、
中
間
案
の
取
り
ま
と
め
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
、
計

画
策
定
の
作
業
を
進
め
、
３
月
末

に
計
画
を
公
表
す
る
予
定
で
す
。

答申書を手にするよさの百年の暮

らし委員会と山添町長

問　住民環境課 ☎ 43-9030
令和２年度河川水質検査結果

め
て
い
き
ま
す
。

阿
蘇
海
の
浄
化
に

向
け
て
の
取
り
組
み

阿
蘇
海
の
周
辺
地
域
で
は
、

美
し
い
阿
蘇
海
を
取
り
戻
そ
う

と
地
域
住
民
や
関
係
団
体
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
総
合
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

抜
本
的
な
解
決
に
は
つ
な
が
り

に
く
く
、
継
続
し
た
地
道
な
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

与
謝
野
町
で
は
、
年
に
一
度

町
内
を
流
れ
る
河
川
の
水
質
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
査
結

果
は
、
河
川
の
汚
れ
の
程
度
を

表
す
「
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量
）」
で
示
し
ま
す
。

Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
は
、
微
生
物
が
水

中
の
汚
濁
物
質
を
分
解
す
る
た

め
に
必
要
と
す
る
酸
素
の
量
で
、

値
が
大
き
い
ほ
ど
水
質
汚
濁
が

著
し
い
こ
と
を
表
し
ま
す
。

近
年
は
ほ
と
ん
ど
の
河
川

が
Ｎ
Ｄ
（
定

量
下
限
値
未

満
）
と
な
っ

て
い
ま
し
た

が
、
令
和
２

年
度
は
、
複

数
の
河
川
で

わ
ず
か
な
が

ら
定
量
下
限

値
を
超
え
る

数
値
が
検
出

さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、

与
謝
野
町
が

推
進
し
て
い

る
阿
蘇
海
の

水
質
浄
化
に

向
け
て
、
よ

り
一
層
の
取

り
組
み
を
進

※ ＮＤ ･･･ 定量下限値（0.5）未満

町内各河川のＢＯＤ値経年変化（単位：mg /ℓ）

採取場所 18 年度 30 年度 元年度 ２年度

奥山川（大薮橋） 1.4 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

岩屋川（青田橋） 1.1 ＮＤ ＮＤ 0.9

水戸川（川尻橋） 0.7 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

香河川（浅郷橋） 0.7 ＮＤ ＮＤ 0.7

野田川（堂谷橋） 0.8 ＮＤ ＮＤ 0.6

野田川（大江山橋） 0.5 ＮＤ ＮＤ 0.7

野田川（三村橋） 0.7 ＮＤ ＮＤ 0.9

野田川（岩滝橋） 0.7 ＮＤ ＮＤ 0.6

滝川（滝川橋） N D ＮＤ ＮＤ 0.6

温江川（西光寺橋） 0.6 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

加悦奥川（宮野橋） 0.6 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

亀山川（砂原橋） 1.4 1.1 2.6 1.1

三田川（三田橋） 0.6 ＮＤ ＮＤ 0.9

男山川（男山大橋） 0.7 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

ま
た
、
京
都
府
、
宮
津
市
、

与
謝
野
町
を
は
じ
め
有
識
者
や

自
治
会
な
ど
阿
蘇
海
を
取
り
巻

く
幅
広
い
分
野
の
団
体
が
集
ま

り
立
ち
上
げ
た
「
阿
蘇
海
環
境

づ
く
り
協
働
会
議
」
で
は
、
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
は

じ
め
、
小
中
学
生
に
向
け
た
阿

蘇
海
流
域
の
環
境
学
習
の
実
施

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
た

野
田
川
・
阿
蘇
海
の
清
掃
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

町 政  News & Information町 政  News & Information
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整
備
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン（
左
）

と
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
機
（
右
）

宝くじの助成金で整備しました

地域コミュニティ活動の発展を目的に、一般財団法
人自治総合センターの自治宝くじ受託事業収入を財源
とするコミュニティ助成金を受け、加悦区にパソコン
やカラーコピー機等の備品が整備されました。

宝くじ助成事業は、皆さんが購入された宝くじを財
源として、コミュニティの健全な発展を支援していま
す。

公の施設の指定管理者が指定されました

４月１日から指定管理者が更新される施設の指定管理者が、12 月定例会において議決を受け、正式に指定されま
したのでお知らせします。

施設名 所管課 指定管理者名 指定期間

与謝野町立古墳公園 社会教育課 古代から未来へつなぐ会合同会社 4 月 1 日～令和８年 3 月 31 日（５年間）

魅力化コーディネーター 長谷川隊員
地域おこし協力隊通信 53

問　社会教育課 ☎ 43-9026

加
悦
谷
高
等
学
校
お
よ
び

宮
津
天
橋
高
等
学
校
加
悦
谷

学
舎
の
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て

い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

長
谷
川
で
す
。
今
回
は
昨
年

12
月
に
実
施
し
た
企
業
講
話

会
を
紹
介
し
ま
す
。

高
校
で
は
、
生
徒
が
進
路

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
知
っ

て
い
る
仕
事
（
職
種
や
業

界
）
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、
１
年
生
向
け
に

企
業
の
経
営
者
の
方
々
を
招

い
た
講
話
会
を
考
え
て
い
ま

し
た
。

そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

「
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
増
や
す
た

め
に
は
、
若
い
世
代
に
ど
ん

な
仕
事
が
こ
の
地
域
に
あ
る

か
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
要
望
が
あ
る
こ
と
を
知

り
、
こ
れ
幸
い
！　
と
、
早

速
、
役
場
商
工
振
興
課
に
コ

ン
タ
ク
ト
を
取
り
、
講
師
に

な
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
話
会
ま
で
１
ヵ
月
あ
る

か
な
い
か
の
無
茶
ぶ
り
だ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
社
会
福

祉
法
人
よ
さ
の
う
み
福
祉

会
理
事
長
の
青あ

お

木き

一か
ず

博ひ
ろ

様
、

（
株
）
き
し
べ
建
設
代
表
取

締
役
の
岸き

し

部べ

敬た
か
し

様
、
京
近

淳
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
代
表
の

京き
ょ
う
ち
か近

淳あ
つ
し

様
、
シ
オ
ノ
鋳
工

（
株
）
代
表
取
締
役
の
塩し

お

野の

浩ひ
ろ

士し

様
、
役
場
総
務
課
係
長

の
本ほ

ん
田だ

実み

佐さ

子こ

様
の
５
人
に

お
越
し
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
内
容
を
考
え

る
時
間
が
十
分
に
な
い
中
で

ご
対
応
い
た
だ
き
、
本
当
に

感
謝
で
す
。

結
果
と
し
て
、生
徒
は「
福

祉
っ
て
介
護
だ
け
じ
ゃ
な
い

ん
だ
」「
建
設
と
建
築
が
同

じ
だ
と
思
っ
て
い
た
」「
デ

ザ
イ
ン
っ
て
絵
を
か
く
こ
と

じ
ゃ
な
い
ん
だ
」「
丹
後
に

こ
ん
な
面
白
い
企
業
が
あ
っ

た
ん
だ
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
な

発
見
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
方
、
講
演
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
と
っ
て
も
生

徒
た
ち
に
話
す
こ
と
は
多
く

の
発
見
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

「
地
域
に
住
む
大
人
が
い
か

に
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
関

わ
り
が
な
い
か
と
い
う
こ
と

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
残
ら

な
い
と
言
っ
て
嘆
い
て
い
て

も
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
」
と
の
お

言
葉
を
く
だ
さ
っ
た
方
が
お

ら
れ
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
、
地
域
と
学

校
を
繋
い
で
い
く
こ
と
が
、

子
ど
も
に
も
大
人
に
も
良
い

効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
り
ま
す
が
、
２
０
２
１

年
、
色
ん
な
形
で
生
徒
が
地

域
と
交
流
で
き
る
機
会
を
さ

ら
に
作
っ
て
き
た
い
と
心
新

た
に
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆

さ
ま
、
あ
ら
た
め
て
、
今
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

講話会で生徒に講演する岸部社長

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

まちの話題ワイド

異文化に触れ、多様性の理解を育む
イングリッシュキャンプ２０２０～～ＹＯＳＡＮＯ 

１２月１３日、知遊館で「ＹＯＳＡＮＯ イングリッ

シュキャンプ２０２０」が開催されました。

簡単な英語を使ってコミュニケーションをとり

ながら異文化を学ぶことを目的とし、

今年で４回目の開催となったイング

リッシュキャンプ。今回は新型コロ

ナウイルス感染症の感染防止のため、

当初予定されていた宿泊をとりやめ、

イングリッシュスピーカーも町ＡＬ

Ｔのみとするなど、規模を縮小して開催されました。

当日は、小学生１３人、過去に参加経験のある中

学２年生２人、宮津天橋高校加悦谷学舎の生徒２人、

加悦谷高校 ESS 部員１人が参加し、初めて小中高

すべての年代がそろう中での実施となりました。

アクティビティとして、毎年実施しているナビ

ゲートゲーム、じゃんけんゲームに加え、ＡＬＴに

よる「自己紹介クイズ」や「宝さがし」

などの新企画も行われました。また、

アベリスツイスタイムでは、過去に

アベリスツイスへの訪問経験のある

方の自宅をオンラインでつなぎ、訪

問時の体験談などを紹介してもらい

ました。最後は、ペアでミニ英会話に挑戦し、ボディ

ランゲージも交えながら懸命にコミュニケーション

を交わそうとする姿が見られました。

３/ １（月）まで
国民健康保険税　第９期
介 護 保 険 料　第９期

今月の納期

納期を過ぎた町税の納付相談窓口
京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　0772-68-1041

滞納税相談窓口
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令和２年 12 月末現在

まちのうごき

人　口	21,036 人（－ 24）

　男　	10,086 人（－５）

　女　	10,950 人（－ 19）

世帯数	 9,032 戸（－ 16）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、12 月 16 日から１月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031



お知らせページ 問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

本
庁
舎
と
加
悦
庁
舎
の
夜
間
警
備
を
変
更
し
ま
す

　
４
月
か
ら
本
庁
舎
と
加
悦
庁
舎
の
閉
庁
時
間

（
午
後
５
時
15
分
～
翌
日
午
前
８
時
半
）
の
夜

間
警
備
を
警
備
員
に
よ
る
警
備
か
ら
機
械
警
備

に
変
更
し
ま
す
。
な
お
、
野
田
川
庁
舎
は
引
き

続
き
警
備
員
に
よ
る
警
備
を
行
い
ま
す
。

【
閉
庁
時
間
の
間
に
戸
籍
を
届
出
す
る
場
合
】

野
田
川
庁
舎
の
夜
間
窓
口
の
み
の
受
け
付
け
に

な
り
ま
す
。

【
加
悦
地
域
社
会
体
育
施
設
の
鍵
の
取
り
扱
い
】

加
悦
地
域
公
民
館
で
受
け
渡
し
、
返
却
と
な
り

ま
す
。

【
閉
庁
時
間
の
間
に
本
庁
舎
・
加
悦
庁
舎
に
来

庁
す
る
場
合
】

目
的
の
部
署
ま
た
は
庁
舎
代
表
番
号
に
電
話
を

お
願
い
し
ま
す
。

問　
総
務
課 

☎
４
３・９
０
１
０

う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
音
楽
会

日
時　
３
月
６
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時　

場
所　
加
悦
地
域
公
民
館

対
象　
与
謝
野
町
民　
※ 

先
着
20
人

出
演
団
体　
京
都
真
琴
会
（
大
正
琴
）、
ラ
イ

リ
ッ
シ
ュ
・
オ
カ
リ
ナ

問
・
申　

２
月
17
日
（
水
）
か
ら
定
員

に
達
す
る
ま
で
に
加
悦
地
域
公
民
館
（
☎

４
３・０
３
３
５
）
へ
。
申
込
書
は
加
悦
地
域

公
民
館
、中
央
公
民
館
、知
遊
館
に
あ
り
ま
す
。

２
歳
児
歯
科
教
室
の
対
象
児
変
更
の
お
知
ら
せ

　
１
月
の
２
歳
児
歯
科
教
室
中
止
に
伴
い
、
２

月
以
降
の
教
室
対
象
者
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
の
方
に
は
個
別
で
案
内
し
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
平
成
29
年
11
月
21
日
～
30
年
１
月
19
日
生
ま
れ
】

日
時　
２
月
26
日
（
金
）
午
後
１
時
か
ら

場
所　
元
気
館

【
平
成
30
年
１
月
20
日
～
３
月
14
日
生
ま
れ
】

日
時　
３
月
10
日
（
水
）
午
後
１
時
か
ら

場
所　
岩
滝
保
健
セ
ン
タ
ー

問　
子
育
て
応
援
課 

☎
４
３・９
０
２
４

与
謝
野
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
（
区
域

施
策
編
）
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

　
与
謝
野
町
で
は
、「
与
謝
野
町
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）」
の
改
訂

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
計
画
に
基
づ
き
、

「
２
０
５
０
年
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
」
に
向
け
各
種
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

答
え
く
だ
さ
い
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
住
民
環
境
課 

☎
４
３・９
０
３
０

自
衛
官
等
を
募
集
し
て
い
ま
す

【
予
備
自
衛
官
補
】

資
格　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方　

※
一
定
の
国
家
免
許
資
格
等
を
保
有
す
る
方
に

は
技
能
公
募
も
あ
り
ま
す

受
付
期
間　
４
月
９
日
（
金
）
ま
で

試
験
日　
４
月
17
日
（
土
）
か
ら
21
日
（
水
）

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

問　
京
丹
後
地
域
事
務
所

☎
０
７
７
２・６
４・２
４
９
８

２月の祝日（天皇誕生日）のごみ収集について
２月23日（火）は祝日のため、ごみ収集は行いません。お間違えのないようお願いします。

アンケート
ＱＲコード

高
校
生
給
付
型
奨
学
金
等
（
非
課
税
世
帯
）
／

母
子
家
庭
奨
学
金
（
高
等
学
校
入
学
支
度
金
・

入
学
前
）
の
支
給
申
請
の
ご
案
内

■ 

高
校
生
給
付
型
奨
学
金
等
（
非
課
税
世
帯
）

支
給
対
象
者　
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
高
等
学

校
等
に
修
学
し
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

▽ 

母
子
・
父
子
世
帯
（
20
歳
以
上
の
お
子
さ

ん
の
い
な
い
世
帯
、
ま
た
は
母
子
・
父
子
と
65

歳
以
上
の
者
で
構
成
す
る
世
帯
）

▽ 

児
童
世
帯
（
父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の

者
で
構
成
す
る
世
帯
）

▽ 

障
害
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら
か
が
身
体

障
害
者
手
帳
３
級
以
上
）

▽ 

長
期
療
養
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら
か
が

６
ヵ
月
以
上
の
入
院
等
）

備
考　
入
学
支
度
金
・
支
援
金
・
奨
学
金
等
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
申
請
に
間
に
合
わ
な

い
場
合
も
、
６
月
に
２
次
募
集
が
あ
り
ま
す
。

■ 

母
子
家
庭
奨
学
金
（
高
等
学
校
入
学
支
度

金
・
入
学
前
）　

支
給
対
象
者
　
次
の
ど
ち
ら
に
も
該
当
す
る
世
帯

▽ 

申
請
日
時
点
で
母
子
家
庭
の
母
で
高
等
学

校
へ
の
入
学
が
決
定
し
て
い
る
中
学
３
年
生
を

扶
養
し
て
い
る
方

▽ 
令
和
３
年
４
月
１
日
時
点
で
京
都
府
内（
京

都
市
以
外
）
に
居
住
し
、
引
き
続
き
母
子
家
庭

で
あ
る
と
見
込
め
る
方

備
考　
今
回
の
申
請
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
も

４
月
～
５
月
の
通
常
申
請
に
よ
り
８
月
末
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
間　
ど
ち
ら
も
２
月
26
日
（
金
）
ま
で

問
・
申　
子
育
て
応
援
課 
☎
４
３・９
０
２
４

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 工事期間

12/9 大切井堰測量・地質調査業務委託 石川地内 11 者 キタイ設計株式会社 京都支社 4,260 － 3,830 89.91 R2/12/17
～ R3/3/31

12/16 町営正導寺団地３・４号解体等工事 後野地内 7 者 株式会社丸正組 2,420 2,163 2,166 89.50 R2/12/18
～ R3/3/19

12/16 防犯灯ＬＥＤ化工事（北部地域） 岩滝地内他 4 者 株式会社小西電工 1,242 1,097 1,101 88.65 R2/12/24
～ R3/2/28

12/16 防犯灯ＬＥＤ化工事（南部地域） 三河内地内他 4 者 小西電気商会 1,242 1,097 1,100 88.57 R2/12/24
～ R3/2/28

12/21 大呂谷線道路改良（その２）工事 明石地内 5 者 石本建設株式会社 31,746 28,034 28,034 88.31 R2/12/28
～ R3/3/31

12/24 石川地区面整備③工事 石川地内 8 者 カワベ技建 15,071 13,218 13,219 87.71 R3/1/15
～ 3/31

問 　総務課 ☎ 43-901012 月入札結果

所得税・町府民税の申告相談会を開催します
（２／１６～３／１５）

問い合わせ：税務課 (☎ 43-9020) または宮津税務署 (☎ 0772-22-3271)

町府民税 の申告が必要な方

令和３年１月１日現在、与謝野町に居住されている人は申告書を提出してください。所得のない人も、
その旨を申告してください。ただし、次に該当する人はあらためて申告書を提出する必要はありません。

【申告の不要な人】
■ 所得税の確定申告書を提出した方
■ 給与所得のみの方で、勤務先から年末調整をされた給与支払報告書を提出されている方
■ 公的年金等に係る所得のみの方で、扶養控除等の内容に修正の必要がない方

所得税 の申告が必要な方

■ 事業をしている人や不動産収入のある方、土地や建物を売った方などで、令和２年中の所得の合計額が、
各種所得控除の合計額より多い方

■ 給与の収入金額の合計額が 2,000 万円を超える方
■ 給与を１ヵ所から受けている方で、給与所得や退職所得以外の所得が 20 万円を超える方
■ 給与を２ヵ所以上から受けている方で、年末調整を受けていない給与収入と各種の所得金額（給与所

得や退職所得を除く）との合計額が 20 万円を超える方
※ 平成 23 年分以後で公的年金等の収入金額が 400 万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の

所得金額が 20 万円以下である場合には、所得税の確定申告書を提出することを要さないこととされ
ました。ただし、追加される控除がある場合は、町府民税の申告書を提出してください。

申告に必要なもの

■ 印鑑
■ 令和２年中の収入がわかる書類（給与所得者や年金受給者で申告をする人は源泉徴収票）
■ 所得控除の計算に必要な書類、払込証明書等（生命保険料、地震保険料、国民年金、国民健康保険税、

介護や後期高齢者医療の保険料、医療費控除明細等）
■ マイナンバーカードまたはマイナンバー通知カードと本人確認書類（運転免許証等）

相談日程 ※ いずれの会場も受け付け時間を過ぎると相談受け付けができませんのでご注意ください

元気館野田川わーくぱる

２/１６ ３/１５～

（土・日・祝日を除く）

営業所得、農業所得、不動産所得があり、確定申告をする必要のある方は、宮津税務署か野田川わーくぱるでご相

談ください。

株式の譲渡所得、不動産の譲渡所得がある方、住宅借入金控除の初年申告、分離申告は宮津税務署でご相談ください。

元気館での相談では、給与収入や年金収入のある方、収入がまったくない方、また町府民税の申告を行う方を対象

とした相談を行います。

宮津税務署

受付｜午前９時 ～ 午後４時

２/１６ １９～ ２/２２ ３/１５～

（土・日・祝日を除く）

受付
　午前９時半 ～ 11 時半

　　　午後１時 ～３時半
受付

　午前９時 ～ 11 時半
　　　午後１時 ～４時

新型コロナ感染予防にご協力ください
マスク着用、検温、消毒、連絡先の聞きとり等 にご協力を！

資料の事前作成、相談日時の分散等 にご協力を！

特に元気館では、１日の受付人数を４５人までとしていますのでご留意ください。
その他、新型コロナウイルス感染症感染予防に関する留意事項については、1 月 25 日各戸
配布の「税務特集号」および広報よさの１月号にてご確認をお願いします。
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表彰者の皆さん （一部抜粋・敬称略）

与謝野町の安心・安全を願って。
ー 令和３年与謝野町消防団出初式 ー

与
謝
野
町
消
防
団
出

初
式
が
１
月
10
日
、

知
遊
館
一
帯
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

式
典
で
は
、 
木き

村む
ら

正ま
さ

典の
り

団
長
が
「
町
民
の
生
命
・

財
産
を
災
害
か
ら
守
る
と

い
う
崇
高
な
使
命
の
も
と
、

町
民
の
安
心
・
安
全
の
た

め
、
我
が
町
は
我
々
が
守

る
ん
だ
、
と
い
う
思
い
を

強
く
持
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
訓
示
。
ま
た
、
山

添
町
長
の
式
辞
で
は
「
長

年
に
わ
た
る
消
防
の
伝
統

と
歴
史
を
引
き
継
ぎ
、
高

貴
な
精
神
の
も
と
に
活
動

さ
れ
て
い
る
そ
の
姿
は
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
頼
り
が

い
と
思
う
。
引
き
続
き
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
住
民
の
安
心

と
安
全
を
守
る
た
め
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
功
労
者
や
優

予
防
消
防
の
徹
底
×
消
防
力
の
強
化

良
団
員
に
表
彰
状
、
退
団

者
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
、

昨
年
３
月
を
も
っ
て
与
謝

野
町
消
防
団
を
退
団
さ
れ

た
植
田
泰
史
前
団
長
か
ら

「
昨
年
の
３
月
末
で
退
団

し
て
以
来
、
京
都
府
内
の

現
役
団
員
の
中
に
全
国
消

防
操
法
大
会
の
入
賞
団
員

が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
願
わ

く
ば
、
与
謝
野
町
消
防
団

○ 

京
都
府
消
防
協
会
功
績
章

　
谷た
に
垣が
き 

吉よ
し
信の
ぶ

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

○ 

京
都
府
消
防
協
会
勤
功
章

　
野の

村む
ら 

哲て
つ

也や

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

○ 

京
都
府
消
防
協
会
精
績
章

　
糸い
と
井い 

康や
す
行ゆ
き

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

　
堀ほ
り

江え 

健た
け
し

　

 

（
本
部
／
本
部
付
分
団
長
）

○ 

京
都
府
消
防
協
会
精
勤
章

　
矢や

野の 

敦あ
つ
史し

（
第
１
分
団
／
分
団
長
）

　
渡わ
た
邉な
べ 

三み

紀き

夫お

（
第
２
分
団
／
分
団
長
）

　
糸い
と
井い 

康や
す
博ひ
ろ

（
第
３
分
団
／
分
団
長
）

　
坂さ
か

根ね 

茂し
げ

樹き

（
第
５
分
団
／
分
団
長
）

　
吉よ
し

岡お
か 

敦あ
つ

文ふ
み

（
第
７
分
団
／
分
団
長
）

○ 

両
丹
都
市
消
防
協
議
会
長
表
彰

　
河か
わ
邊べ 

孝た
か
俊と
し

（
第
４
分
団
／
副
分
団
長
）

　
藤ふ
じ

原わ
ら 

真し
ん

吾ご

（
第
６
分
団
／
副
分
団
長
）

　
大お
お

上が
み 

雄ゆ
う

一い
ち

（
第
７
分
団
／
副
分
団
長
）

　
大お
お
内う
ち 

浩ひ
ろ
史ふ
み

（
第
８
分
団
／
副
分
団
長
）

　
後ご

藤と
う 

周し
ゅ
う
さ
く
作
（
第
９
分
団
／
副
分
団
長
）

　
山や
ま
﨑ざ
き 

政ま
さ
樹き

（
第
３
分
団
／
部
長
）

　
伊だ

達て 

正ま
さ
将の
ぶ

（
第
４
分
団
／
部
長
）

　
豊と
よ

田だ 

善よ
し

史ふ
み

（
第
６
分
団
／
部
長
）

　
横よ
こ
か
わ川 

冠か
ん 　

（
第
９
分
団
／
部
長
）

　
井い

﨑ざ
き 

崇た
か
し   

（
第
10
分
団
／
部
長
）

○ 

京
都
府
消
防
協
会
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

　 

消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

　
田た

中な
か 

貴た
か
雄お

（
第
１
分
団
／
班
長
）

　
江え

原ば
ら 

嘉よ
し

行ゆ
き

（
第
７
分
団
／
班
長
）

　
石い
し

本も
と 

周し
ゅ
う
さ
く

作
（
第
９
分
団
／
班
長
）

○ 

京
都
府
消
防
協
会
宮
津
与
謝
支
部
長
表
彰

　
安や
す
見み 

一か
ず
徳の
り

（
第
３
分
団
／
班
長
）

　
太お
お

田た 

真し
ん

哉や

（
第
４
分
団
／
班
長
）

　
千ち

原は
ら 

裕ゆ
う

作さ
く

（
第
４
分
団
／
班
長
）

　
吉よ
し

田だ 

啓け
い

介す
け

（
第
４
分
団
／
班
長
）

　
西さ
い
馬ば 

良よ
し
樹き

（
第
６
分
団
／
班
長
）

　
今い
ま
田だ 

恒つ
ね
徳の
り

（
第
７
分
団
／
班
長
）

　
渡わ
た
邉な
べ 

稔と
し
之ゆ
き

（
第
９
分
団
／
班
長
）

　
渓た
に

谷や 

洋よ
う

二じ

（
第
９
分
団
／
班
長
）

　
杉す
ぎ

本も
と 

悟さ
と

志し

（
第
９
分
団
／
班
長
）

　
中な
か

村む
ら 

有ゆ
う

希き

（
第
９
分
団
／
班
長
）

　
杉す
ぎ
本も
と 

慶よ
し
満み
つ

（
第
10
分
団
／
班
長
）

○ 

消
防
庁
長
官
退
職
１
号
報
償

　
植う
え

田だ 

泰や
す

史し　
蘓そ

理り 

嘉よ
し

徳の
り

○ 

消
防
庁
長
官
退
職
２
号
報
償

　
杉す
ぎ
本も
と 

和か
ず
彦ひ
こ　
木き

﨑ざ
き 

晃あ
き
ら
　
　
牛う
し
田だ 

竹た
け
史し

　
河か
わ
邊べ 

啓け
い
介す
け　
植う
え
森も
り 

江こ
う
助す
け　
安や
す
田だ 

晃あ
き
雄お

　
坂さ
か

根ね 

義よ
し

隆た
か　

大お
お

西に
し 

弘ひ
ろ
し

　
　
高た
か

岡お
か 

克か
つ

嘉よ
し

　
吉よ
し

川か
わ 

真し
ん

二じ　
栃と
ち

木ぎ 

陽よ
う

祐す
け　

小こ

牧ま
き 

祐ゆ
う

樹き

　
中な
か

島じ
ま 

正ま
さ

孝た
か　

宮み
や

垣が
き 

清き
よ

孝た
か　

小こ

西に
し 

順じ
ゅ
ん
や弥

　
金か

な
谷た
に 

智み
ち
博ひ
ろ　
倉く
ら 

純じ
ゅ
ん
い
ち
一　
　
西に
し
原は
ら 

恒つ
ね
彦ひ
こ

が
全
国
消
防
操
法
大
会
で

入
賞
を
勝
ち
取
っ
た
と
い

う
朗
報
を
待
ち
望
ん
で
い

る
」
と
団
員
に
対
し
激
励

の
言
葉
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
団
員
ら

は
恒
例
の
「
分
列
行
進
」

と
「
一
斉
放
水
」
を
披
露

し
、
地
域
住
民
と
共
に
今

年
一
年
間
の
安
心
と
安
全

を
誓
い
ま
し
た
。
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